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■飯豊連峰保全連絡会 第 21回会合の概要について 
飯豊連峰保全連絡会第 21 回会合は平成 30 年 6 月 1 日（金）、新潟県岩船郡関川村村民会館ホールに

て開催されました。会合では、①代表及び幹事改選、②平成 30年度各団体活動計画、③平成 30年度飯
豊連峰保全連絡会活動計画、以上 3つの議題とその他連絡事項について話し合われました。会合の概要
をまとめましたので、お知らせします。 

議題① 飯豊連峰保全連絡会代表・幹事改選について                       
会則第 5 条並びに第 7 条に基づき、代表及び幹事の任期満了のため、第四期（平成 30～32 年度）選

任の審議が行われ、以下のとおりに承認されました。 

表 1 飯豊連峰保全連絡会第四期代表・幹事名簿 
役職 氏名 所属 備考 

代表 平田大六 関川村山の会 継続 

幹事 井上 晋 エーデルワイス山岳会 継続 

幹事 平野茂夫 飯豊ＡＧＣ 継続 

幹事 三瓶常夫 西会津山の会 継続 

幹事 伊藤 直 新潟県山岳協会 継続 

幹事 佐久間 雅義 下越山岳会 継続 

幹事 井上邦彦 
小国山岳会 

NPO法人飯豊朝日を愛する会 
継続 

幹事 伊藤吉郎 飯豊山岳会 継続 

幹事 水澤康次 中条山ノ会 継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題②平成 30年度各団体活動計画                                  
 飯豊連峰に関わる山岳団体、関係行政機関等の各団体より持ち寄られた登山道整備や保全活動等の平
成 30年度活動計画の報告、情報交換が行われました。 

議題③ 平成 30年度飯豊連峰保全連絡会活動計画                                  
 当会の平成 30年度活動計画について協議し、下記の表のとおり承認されました。平成 30年度は技術
部会員等を対象とした講習会を１件、合同保全作業を１件開催する計画となりました。講習会の案内に
つきましては、詳細が決定次第、事務局等よりご案内いたします。 

【会合の様子】 

  
【平田代表の挨拶】 



【発行者】 

飯豊連峰保全連絡会事務局：羽黒自然保護官事務所(澤野
さ わ の

、澁谷
し ぶ や

) 

〒997-0141 山形県鶴岡市羽黒町荒川字谷地堰 39-4 

TEL：0235-62-4777・080-2801-0648 FAX：0235-62-4537 

E-mail:RO-HAGURO@env.go.jp 

【参考ホームページ】 
・環境省 磐梯朝日国立公園 各種資料   
(飯豊連峰保全連絡会の会則やニュースレター等)   

http://www.env.go.jp/park/bandai/data/index.html 

・東北地区アクティブ・レンジャー日記 
 http://tohoku.env.go.jp/blog/ 

平成 30 年度飯豊連峰保全連絡会活動計画 
活動 日程 場所 内容 

保全技術講習会 未定 

  未定 

(朝日連峰保全協議会

と合同) 

技術部会一任 

合同保全作業 
9 月 8日（土）～10日（月）

（2泊 3日） 
飯豊連峰 玄山道分岐 土留工事及び緑化ネット敷設 

第 22回会合 平成 30年 11 月 7日（水） 小国町予定 平成 30年度活動報告等 

その他                                       

●昨年度活動の詳細報告 
平成 29年度技術講習会、合同保全作業の記録について株式会社ニュージェック川端郁子氏よりプロジ

ェクタを使いながら説明いただきました。 
また、小国山岳会井上邦彦氏より植生復元箇所の平成 29年度現況記録について説明いただきました。 

●飯豊連峰保全連絡会 10年を迎えて 
飯豊連峰保全連絡会アドバイザーでもある山形大学菊池准教授より、本会 10 年を迎えて、今までの

取り組みをテキスト化することを目指してはどうかとの提案を受け、今後菊池先生、川端氏、井上氏、
事務局で企画の案を検討、皆さまのご意見、ご協力を仰ぎながら具体化していくことになりました。 

●アンケート依頼について 
飯豊連峰保全連絡会 10 周年を迎えて、これまでの活動を振り返っていただき、今後に向け、会のあり
方、活動内容、運営方法についてのご意見、ご希望等を事務局にお寄せいただきたく、アンケートへの
協力を依頼しました。9月末まで郵送、FAX、E-mail いづれかの方法で事務局までご提出願います。 

●保全作業の資材について 
保全作業に関わる資材に関しまして、昨年度各団体の皆様から多くの資材をご提供いただきあり

がとうございました。最近の保全技術が向上しておりまして、1 回の保全作業に使用する資材の量
がだんだん増えている状況です。今年度につきましても、資材の提供についてご協力いただける団
体の方がございましたら、事務局へご連絡いただけますと幸いです。 
→必要な保全資材・・・ヤシ繊維、ヤシ土嚢、ヤシロールなどです。 

●今年度事務局体制について 
今年度着任した羽黒自然保護官ですが、諸事情により、山での泊まり込み作業が厳しいこともあるの

で、山の上での作業を中心に仙台の職員も保全作業などに関わっていくことをあらかじめご了承いただ
ければと思います。 

●山小屋サミットについて（下越山岳会 矢沢和夫氏より) 
飯豊連峰にある７つの小屋が一同に参集する山小屋サミットが６月２３日(土)開催されます。 

山形県は井上さん、新潟県は亀山さん、福島県は平野さん取り纏めで最終取り纏めは下越山岳会佐久間
さんとなっていますので、是非ご参加ください。 
開催日時：平成 30年 6月 23日（土）16時～ 会費：500円 
開催場所：新潟県新発田市 農村婦人の家 

 
第 21 回回会合には 25 団体、44 名の出席がありました。ご多忙中、ご出席いただいた皆様、大

変ありがとうございました。合同保全作業については上述のとおり、詳細が決定次第、会員各位に
案内を通知する予定です。今年度も作業へのご協力をよろしくお願いいたします。 

http://www.env.go.jp/park/bandai/data/index.html
http://tohoku.env.go.jp/blog/

